
指
ゆび

でわくをつくり、片
かた

方
ほう

の目
め

でわく
の中

なか

をのぞきます。モチーフから
30c

センチ

m
メートル

ほどはなれて、ややななめに見
み

下
お

ろす位
い

置
ち

からかくと、かきやすいで
す。モチーフを大

おお

きく入
い

れましょう。
モチーフが 2、3個

こ

の場
ば

合
あい

は、すべて
が画

が

面
めん

に収
おさ

まるようにしましょう。

　かくところをさがそう

形
かたち

や位
い

置
ち

関
かん

係
けい

をよく観
かん

察
さつ

して、大
おお

ま
かな形

かたち

をかきます。りんごや玉
たま

ねぎは
「球

きゅう

」、ブロッコリーは「球
きゅう

と円
えん

すい」の
ように、基

き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

に置
お

きかえて考
かんが

え
てみましょう（くわしくは16ページ）。
ものの位

い

置
ち

が決
き

まったら、大
おお

まかな形
かたち

をとらえます。

　大
おお

まかな形
かたち

をかこう

横
よこ

縦
たて

親
おや

指
ゆび

と人
ひと

さし指
ゆび

を使
つか

ってわくをつくります。

デッサンの続
つづ

き→ 8ページへ
水
すい

彩
さい

の続
つづ

き→ 12ページへ

いくつかの野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

を組
く

み合
あ

わせて、かいてみましょう。

野
や

菜
さ い

や果
く だ

物
も の

を
かいてみよう！

大
お お

まかな形
かたち

をとらえよう
はじめに、どの角

かく

度
ど

から絵
え

をかくかを決
き

めて、大
おお

まかな形
かたち

をとらえます。基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

に置
お

きかえると、あとでかげをかくときに便
べん

利
り

です。 
4時じ 間かん
制
せい

作
さく

時
じ

間
かん

野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

ひとつひとつを観
かん

察
さつ

して

大
おお

きさや形
かたち

、質
しつ

感
かん

のちがいをかき分
わ

けよう。

形
かたち

や色
いろ

味
み

の異
こと

なるモチーフ（絵
え

の題
だい

材
ざい

）を

組
く

み合
あ

わせるとかきやすいよ！

ね ら い

野
や

菜
さい

デッサン
水
すい

彩
さい 1野

や

菜
さい

デッサン
水
すい

彩
さい 1

りんごと、皿
さら

の上
うえ

にのせたブロッコリーと玉
たま

ねぎ

をかきます。

画
が

面
めん

の横
よこ

はばいっぱいになるように、モチーフを大
おお

きく入
い

れました。

こ

の絵
え

では

こ

の絵
え

では

球
きゅう

球
きゅう

球
きゅう

円
えん

すい
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ここからは、水
すい

彩
さい

画
が

をかくときの手
て

順
じゅん

をしょうかいします。7ページを参
さん

考
こう

に大
おお

まかな形
かたち

をとらえたら、全
ぜん

体
たい

にうすい色
いろ

をぬります。ベースとなる色
いろ

をぬって

おくと、つぎの工
こう

程
てい

で色
いろ

を重
かさ

ねたときに美
うつく

しい色
いろ

に仕
し

上
あ

がります。 

全
ぜ ん

体
た い

に色
い ろ

をぬろう野
や

菜
さい

水
すい

彩
さい 2

太
ふと

めの筆
ふで

を使
つか

って、果
くだ

物
もの

や野
や

菜
さい

に大
おお

まかに固
こ

有
ゆう

色
しょく

をぬります。たっぷりの
水
みず

でといた、うすい色
いろ

を使
つか

います。絵
え

の具
ぐ

が垂
た

れてくる場
ば

合
あい

は、水
みず

の量
りょう

が多
おお

すぎるので減
へ

らします。いちばん明
あか

る
いところは、紙

かみ

の白
しろ

さを残
のこ

します。

　大
おお

まかに色
いろ

をぬろう

パレットに、黒
くろ

色
いろ

と白
しろ

色
いろ

以
い

外
がい

の全
ぜん

色
しょく

の絵
え

の具
ぐ

を箱
はこ

の並
なら

びどおりに出
だ

しま
しょう。黒

くろ

色
いろ

を使
つか

うと、色
いろ

がにごって
しまうので出

だ

しません。白
しろ

色
いろ

は仕
し

上
あ

げ
のときにだけ出

だ

して使
つか

います。チューブ
から出

だ

した絵
え

の具
ぐ

をそのまま使
つか

うので
はなく、2、3色

しょく

を混
ま

ぜて使
つか

いましょ
う（くわしくは1巻

かん

16 ページ）。

　パレットに絵
え

の具
ぐ

を出
だ

そう

大
おお

まかに固
こ

有
ゆう

色
しょく

をぬったところに、
中
ちゅう

太
ぶと

の筆
ふで

を使
つか

ってうすくかげの色
いろ

を重
かさ

ねていきましょう。背
はい

景
けい

をぬるときは
太
ふと

めの筆
ふで

を使
つか

います。大
おお

きなタッチで、
モチーフをじゃましない色

いろ

をぬりま
しょう。

　かげと背
はい

景
けい

をぬろう

青
あお

色
いろ

と茶
ちゃ

色
いろ

を混
ま

ぜた色
いろ

で、かげをぬり

ました。

ブロッコリーのつぼみとくきの部
ぶ

分
ぶん

とで、色
いろ

を変
か

えました。

こ
の絵

え

では

こ

の絵
え

では

背
はい

景
けい

には

好
す

きな色
いろ

をぬって

いいんだね！

さいしょは

うすい色
いろ

をぬるんだね。

光
ひかり

が当
あ

たる上
うえ

の面
めん

は

さらにうすい色
いろ

で

ぬってあるよ。

明
あか

るいところは
紙
かみ

の白
しろ

色
いろ

を活
い

かす
ブロッコリーのつぼみなど
細
こま

かいところは
まだかかない

くきの部
ぶ

分
ぶん

をぬった色
いろ

に少
すこ

しずつ
青
あお

や緑
みどり

、茶
ちゃ

色
いろ

を混
ま

ぜて葉
は

の部
ぶ

分
ぶん

をぬる

背
はい

景
けい

は少
すこ

しむらをつくると
空
くう

間
かん

が生
う

まれる

濃
こ

い色
いろ

は
はみ出

だ

さないようにぬる

皿
さら

の上
うえ

のかげもぬる
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コラム

モチーフをかくときに、さいしょから形
かたち

に忠
ちゅう

実
じつ

な線
せん

をかこうとすると、かき進
すす

めていくうちに大
おお

きさや形
かたち

が整
ととの

えにくくなってしまいます。下
した

にあるような基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

に置
お

きかえられるものは、一
いち

度
ど

その形
かたち

を頭
あたま

の中
なか

でイメージして大
おお

まか

な形
かたち

をつかんでから、かげのつきかたや表
ひょう

面
めん

のようすなどの細
こま

かいところをか

きこんでみましょう。 

基
き

本
ほ ん

的
て き

な形
かたち

に置
お

きかえよう

基
き

本
ほん

的
てき

なものの形
かたち

や、特
とく

ちょうをしょうかいします。たいていのものは、これらの形
かたち

に置
お

き

かえることができます。面
めん

の見
み

えかたを確
かく

認
にん

したり、かげをかいたりするときの参
さん

考
こう

にしましょう。

複
ふく

雑
ざつ

な形
かたち

に見
み

えるものでも、分
ぶん

解
かい

して見
み

てみると基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

の組
く

み合
あ

わせでできています。

基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

の組
く

み合
あ

わせ

たとえば…

たとえば…

たとえば… たとえば…

たとえば…

たとえば…

たとえば…

たとえば…

●球
きゅう

●角
かく

柱
ちゅう

●立
りっ

方
ぽう

体
たい

・直
ちょく

方
ほう

体
たい

●円
えん

すい

●円
えん

柱
ちゅう

●角
かく

すい

どこから見
み

ても同
おな

じ形
かたち

をし
ています。球

きゅう

にできるかげ
には丸

まる

みをもたせましょう。
ゆかのかげをしっかりかく
ことで立

りっ

体
たい

的
てき

に見
み

えます。

底
そこ

の面
めん

が角
かく

ばっていて、真
ま

横
よこ

から見
み

ると四
し

角
かく

形
けい

に見
み

え
ます。面

めん

ごとの明
あか

るさに注
ちゅう

目
もく

しましょう。

● りんご
● ボール
● 人

ひと

の頭
あたま

● えんぴつ
● ピーマン
● かぼちゃ

小
ちい

さなつぼみが集
あつ

まった
複
ふく

雑
ざつ

な形
かたち

なので、一
いち

度
ど

で
かき上

あ

げようとするとむ
ずかしいです。ひとつの
大
おお

きな球
きゅう

と、円
えん

すいに置
お

きかえましょう。

びん全
ぜん

体
たい

をひとつ
の円

えん

柱
ちゅう

や円
えん

すいと
してとらえること
もできますが、分

ぶん

解
かい

して見
み

てみると、
さまざまな形

かたち

が組
く

み合
あ

わさってでき
ていることがわか
ります。

● サイコロ
● ティッシュの箱

はこ

● 本
ほん

● にんじん
● 木

き

● 山
やま

● コップ
● トイレットペーパー
● 電

でん

柱
ちゅう

● オクラ
● 屋

や

根
ね

● タワー

6つの面
めん

から成
な

り立
た

ってい
て、すべて垂

すい

直
ちょく

に交
まじ

わりま
す。どの面

めん

がいちばん明
あか

る
いかに注

ちゅう

目
もく

しましょう。

底
そこ

の面
めん

は円
えん

形
けい

で、真
ま

横
よこ

から
見
み

ると三
さん

角
かく

形
けい

に見
み

えます。
円
えん

すいにできるかげは側
そく

面
めん

の丸
まる

みに沿
そ

ってかきましょう。

底
そこ

の面
めん

は円
えん

形
けい

ですが、真
ま

横
よこ

から見
み

ると四
し

角
かく

形
けい

に見
み

えま
す。円

えん

柱
ちゅう

にできるかげは側
そく

面
めん

の丸
まる

みに沿
そ

ってかきま
しょう。

底
そこ

の面
めん

が角
かく

ばっていて、真
ま

横
よこ

から見
み

ると三
さん

角
かく

形
けい

や四
し

角
かく

形
けい

に見
み

えます。面
めん

ごとの明
あか

るさに注
ちゅう

目
もく

しましょう。

ブロッコリー びん 円
えん

柱
ちゅう

円
えん

すい

球
きゅう

円
えん

すい

円
えん

柱
ちゅう
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